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担
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た
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第
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歩
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事
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裏
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を
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照
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バイオガス化プロジェクト
バイオガスと堆肥を製造

持続可能な
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12
月
定
例
会
が
12
月
2
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
た
。

　
本
会
議
２
日
目
に
条
例
２
件
と
補
正
予
算
６
件
を
可
決
し
、
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
査

が
付
託
さ
れ
た
。

　
本
会
議
３
日
目
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
11
議
員
が
町
政
を
た

だ
し
た
。（
一
般
質
問
の
記
事
は
、Ｐ
６
以
降
に
掲
載
し
て
い
る
。）

　
最
終
日
に
本
会
議
が
開
か
れ
、
追
加
で
条
例
２
件
、
補
正
予
算

６
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
が
提
案
さ
れ
、
即
決
で
可
決

さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
同
時
に
、「
防

災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化
対
策
の
更
な
る
充
実
強
化
を
求
め
る
意

見
書
」
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。

12月定例会の
あらまし

　
　
　
　
未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
交
竜
寄
附
金
（
積
立
金
）

　
　
　
　
　
　
　
６
億
円
増
額
で
予
算
総
額
12
億
２
０
０
０
万
円
に

年度別寄附金額の推移

　増額の大部分が、ふるさと納税推進費（現予算６億2000 万円に６億円の寄附の増加を見込んでいることから、返礼
品などに要する経費）と積立金（本年度の寄附金は一旦、 基金に積立て）です。

110億円を突破 （竜王町　）

　
バ
イ
オ
ガ
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
進
め

て
い
く
に
あ
た
り
、
液
肥
の
実
証
を
加
速
度
的
に

実
施
し
て
い
く
た
め
な
ど
に
要
す
る
費
用
。

　
補
正
額
１
０
０
万
円

耕
・
畜
・
工
連
携
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
循
環
事
業

　
　

今
回
の
補
正
予
算
後
の
予
算
額
と

し
て
、
12
億
２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
返
礼
品
の
ジ
ャ
ン
ル
別
で
は

近
江
牛
関
連
が
８
割
程
度
、
近
江
米
が

11
％
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
返
礼
品
の

金
額
の
半
分
は
「
近
江
牛
ハ
ン
バ
ー

グ
」
で
、
竜
王
町
の
原
料
を
使
っ
た
特

産
品
と
し
て
新
た
に
開
発
し
て
い
る
。

答�
　
　
上
記
の
寄
附
金
の
補
正
額
が
６
億

円
と
多
額
な
金
額
を
計
上
し
て
い
る

が
、
そ
の
背
景
は
。

問

？
質 

疑
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令
和
６
年
10
月
29
日
、
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
請
負
契
約
の
締
結
に
「
奥
田
・
ヤ

マ
タ
ケ
・
伊
藤
建
設
工
事
共
同
企
業

体
」
に
対
し
て
、
39
億
４
２
４
０
万

円
で
随
意
契
約
を
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　増額の大部分が、ふるさと納税推進費（現予算６億2000 万円に６億円の寄附の増加を見込んでいることから、返礼
品などに要する経費）と積立金（本年度の寄附金は一旦、 基金に積立て）です。

一般会計
　10億8079万円を追加し、予算総
額が110億5563万円に

現予算総額
（12月定例会時点）110億円を突破 （竜王町　）

竜
王
小
学
校
建
設
工

事
始
ま
る

　
消
防
車
庫
の
面
積
43
・
２
㎡
。
構
造

は
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
軽
量
鉄
骨
造
り
。

場
所
は
、
岡
屋
地
先
。

　
補
正
額
５
０
０
万
円

（
総
事
業
費　
２
０
０
０
万
円
）

南
部
地
区
消
防
ポ
ン
プ

車
庫
設
置
工
事

　
左
記
の
箇
所
に
つ
い
て
、
事
業
費
の
20
％
を
負

担
金
と
し
て
支
出
。

　
補
正
額
５
５
０
万
円

　
（
負
担
金
合
計
６
０
０
万
円
）

滋
賀
県
単
独
土
木
建
設
事
業

負
担
金

国道477号右折レーン設置（薬師地先） 県道春日竜王線の側溝改修（西川地先）

主要地方道彦根八日市甲西線の交差点改良（山之上地先） 県道小口川守線の竜王橋拡幅（小口地先）

排
煙
機
の
経
年
劣
化
に
よ
る
更
新
。

補
正
額
２
０
８
６
万
円

公
民
館
排
煙
設
備

修
繕
工
事

竜王南部地区防災センター
跡地

修繕予定の排煙機のダクト

第
４
回　
臨
時
会

令和７年１月より建築工事が始まっている

� 新竜王小学校の模型（町公民館に展示中）
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　下水道事業を取り巻く環境が厳しさを増す中、健全で効
率的な安定した事業を継続するため、投資・財政計画（収支
計画）の見直しと経費回収率の向上に向けたロードマップ
の作成を行い、令和６年度中に改定する。
　公共下水道事業と農業集落排水事業が対象となる。
【計画期間は令和７年度から令和16年度までの10年間】

　12月11日に教育民生常任委員会の所管事務調査において、「介護保険と高齢者施策」について概要
の説明を受けました。介護保険サービスのうち通所介護（デイサービス）の内容は以下のとおりです。

【改定のスケジュール予定】
資料収集、委託業者との協議等で原案を作成する
令和７年１月　上下水道事業運営委員会で説明
　　　　２月　�関係機関へ説明、上下水道事業運営委員会で

報告
　　　　３月　関係機関へ報告
　　　　　　　竜王町下水道事業経営戦略の改定

介護保険に関する相談は
役場福祉課（☎58-3705）まで

竜王町下水道事業経営戦略の改定は

介護保険と高齢者施策は

調
査

調
査

安全・快適・清潔な暮らしをめざして
　12月11日に総務産業建設常任委員会の所管事務調査において、竜王町下水道事業経営戦略の改定
について説明を受けました。

社会みんなで支えるしくみ・介護保険
マンホール蓋更新工事の様子

デイサービスとは
　通所介護施設（デイサービスセンター）に通って
　食事や入浴などの介護や機能訓練が日帰りで受けられる。

基本のサービスに加えて
　　・個々の状態に応じた機能訓練（個別機能訓練）
　　・食事に関する指導（栄養改善）
　　・口の中の手入れ方法や、咀しゃく、飲み込みの
　　　訓練法の指導等（口腔内機能向上）
� などがある。

※食費、日常生活費は別途負担となる。

自己負担（１割）の目安は
【通常規模の施設／７～８時間未満の利用の場合】
要介護１ 658円 要介護４ 1,023円
要介護２ 777円 要介護５ 1,148円
要介護３ 900円

近江うし丸
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交流・文教ゾーンの公園整備
　12月13日に地域活性化特別委員会で、「交流・文教ゾーン整備の進捗」について調査を行い、概要
の説明を受けました。

　町民ワークショップ、こどもまんなか会議、庁
内ワーキンググループの主な意見は、次のとおり
です。
①調整池�
　・�浅い箇所をボール遊びなどができる多目的広
場として活用

②原っぱ広場
　・�山の眺望を楽しめる広場
　・�日常も災害時も使いやすい人工芝の広場
　・�日常利用できる防災施設の配置
　・�ベンチ、シェルター、トイレの配置
　・周回しやすい園路線形（600ｍ／周）

③出会いの広場
　・�小さい子どもから高齢者まで幅広い年齢層が
来て交流できる場つくり

④あそびの広場
　・駐車場に近い北側に遊び場の設置
　・�幼児から児童まで楽しめる、魅力的な遊具の
配置

　・安全に配慮し、年齢層などでゾーンを区分

⑤憩いの丘
　・�駐車場や遊び場に近い場所に休憩施設を設け、
見守りつつ、山並みを眺めながら休憩できる
場所つくり

「繋がる」きっかけとなる広場
～多世代の繋がり　地域との繋がり　原風景との繋がり～

令和６年９月以降の経過と今後の予定および公園構想（案）は調
査

９月　�下水道管布設工事契約締結
� � 　　�町道綾戸橋本西線道路改築工事（その３）契約締結
10月　�＜公園整備＞
� � 　　・アンケート調査実施（町民・小中学生）
� � 　　・第１回町民ワークショップ開催
� � 　　竜王小学校建設工事契約締結
11月　＜公園整備＞
� � 　　・こどもまんなか会議意見聴取
� � 　　・庁内ワーキンググループ開催
� � 　　・�第２回町民ワークショップ開催
� � 　　竜王小学校建築工事説明（第２回区長会）

今後の予定
令和６年12月　道路工事（ラウンドアバウト）発注

令和７年１月　�下水道工事（マンホールポンプ）発注
　　　　　　　竜王小学校建設工事着手
　　　　２月　＜公園整備�＞
　　　　　　　・第３回町民ワークショップ開催
　　　　　　　・パブリックコメントの実施

↑�詳しくは、広
報りゅうおう
１月号（P８・
９）をご覧く
ださい。

ラウンドアバウトのイメージ図

経過

ゾーニング案　「繋がる」きっかけとなる広場　～多世代の繋がり　地域との繋がり　山との繋がり～

調整池

コミュニティ

センター

②原っぱ広場

④あそびの広場

認定こども園

学童
保育所

⑤憩いの丘

③出会いの広場

①調整池�

（土広場）
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸
問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和７年３月24日㈪予定

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

質　問　者 質　　問　　事　　項

7 鎌田勝治 ・GIGAスクール構想の現状は
・竜王西小学校の長寿命化計画は

8 磯部俊男 ・町制70周年に向けての取組は
・学校給食の食べ残しの現状と対策は

9
山田義明 ・広域行政組合での若者定着施策の検討は
中村匡希 ・コミュニティーセンターとは

10 橘せつ子

・町としてPFASの環境調査を
・企業誘致の進捗と文化財保護の在り方は
※就学援助費の引き上げは
※特別障害者手当の周知の徹底を
※中心核整備にかかる財政計画の見通しは

11
三宅政仁 ・一時預かり「すくすく」の現状分析と改善は
澤田満夫 ・交通安全施設の設置基準は

12 大橋裕子
・災害時避難所に道の駅や企業施設は
・一時預かり「すくすく」の拡充を
※竜王町北部地区の開発と今後の動向は

13 内山英作
・自治会役員への女性進出を
・自治会活動連携の推進を
※町内周遊ウォーキング大会の開催を

14 若井政彦 ・本町の水道施設は大丈夫か
・令和７年度予算編成は

15 森島芳男 ・子ども読書活動推進の進捗は

町政
問ここを う!

12月定例会では11議員が22問の一般質問を行いました。

※紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

※日程は変更になる場合があります。
※議員の質問順は町ホームページでご確認ください。
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ICT研究部会会議の様子

改修を求められる竜王西小学校

GIGAスクール構想の現状は問
答 一定の成果を上げたと評価し
今後も事務改善に取り組む

竜
王
西
小
学
校
の
長
寿
命
化
計
画
は

問答

令
和
10
年
度
以
降
に
長
寿
命
化
改
修
の
方
針

　
　
竜
王
西
小
学
校
の
大

規
模
改
修
に
よ
る
長
寿
命

化
は
、
過
去
か
ら
懸
案
と

な
っ
て
い
る
。

　
問
題
の
根
本
的
な
解
決

も
含
め
た
計
画
立
案
の
全

体
的
な
方
針
と
概
略
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問
　
　

築
40
年
を
迎
え
る
令
和

10
年
度
以
降
に
長
寿
命
化
改

修
を
行
う
方
針
で
あ
る
。

　

学
校
施
設
の
便
器
の
洋
式

化
を
含
め
た
ト
イ
レ
環
境
の

根
本
的
な
解
決
は
令
和
７
年

度
に
図
る
。

　

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
10

年
度
に
か
け
て
、
空
調
設
備

の
整
備
を
含
め
た
体
育
館
の

長
寿
命
化
と
し
て
設
計
・
施

工
を
行
い
、
学
び
の
環
境
の

充
実
と
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
強
化
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
13
年
度
か
ら

令
和
15
年
度
に
か
け
て
校
舎

の
全
面
的
な
長
寿
命
化
と
し

て
設
計
・
施
工
を
行
い
、
良

好
な
教
育
環
境
を
維
持
し
て

答�

鎌
かまだ
田　勝

かつじ
治�議員

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　①�

今
年
度
11
月
末
時
点
で
13

回
の
部
会
を
実
施
し
た
。

②�

各
研
修
会
開
催
等
で
一
定

の
指
導
方
法
で
定
着
さ
せ

る
。

③�

県
教
委
に
よ
る
年
度
末
の

調
査
が
判
断
基
準
の
一
つ
。

④�

統
合
型
校
務
支
援
ソ
フ
ト

に
よ
る
校
務
用
端
末
の
活

用
機
会
を
増
や
す
。

⑤�

授
業
で
の
有
効
活
用
と
Ａ

Ｉ
ド
リ
ル
等
の
活
用
を
し

て
い
る
。

⑥��

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
を
多

く
の
場
面
で
進
め
る
。
家

庭
学
習
部
会
を
中
心
に
家

庭
で
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。

答�

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

①��

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
部
会
の
活

動
状
況
は
。

〈
タ
ブ
レ
ッ
ト
〉

②�

全
教
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
有
効
活
用
で
き

る
取
組
は
。

③�

端
末
の
有
効
活
用
の
判

断
基
準
は
。

④�
教
員
の
レ
ベ
ル
差
解
消

の
取
組
は
。

�〈
Ｉ
Ｃ
Ｔ
〉

⑤�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
学
校
と
家
庭

で
の
学
習
の
現
状
は
。

⑥��

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
役
割
と
そ
の

効
果
は
。
ま
た
、
家
庭

学
習
の
今
後
の
取
組
は
。

問
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磯
いそべ
部　俊

としお
男�議員

町制70周年に向けての取組は問
答 まちの魅力を再確認し、愛着や誇り
を育くむ

　

国
ス
ポ
の
機
運
醸
成
は
、

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
竜
王
町
実
行
委

員
会
や
竜
王
町
地
域
振
興
事

業
団
が
実
施
す
る
開
催
会
場

を
活
か
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
、
祝
賀
ム
ー
ド
が

高
ま
る
取
組
を
連
携
し
て
進

め
る
。

　
　
現
時
点
で
の
取
組
状

況
は
。（
国
ス
ポ
含
む
）

問
　
　

町
制
70
周
年
記
念
式
典

準
備
の
他
、
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
る
。

　

70
周
年
を
祝
う
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
た
。
さ
ら
に
記
念
動

画
の
撮
影
・
編
集
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
町
民
が
主
体

的
に
実
施
す
る
記
念
事
業
の

支
援
の
た
め
、「
町
制
70
周

年
記
念
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、
町
民
独
自
の
取
組
に
よ

る
新
た
な
活
力
の
創
造
と
交

流
や
ふ
れ
あ
い
の
促
進
を
目

指
す
。

答�

竜王こども園での給食風景

学
校
給
食
の
食
べ
残
し
の
現
状
と

対
策
は

問答

学
校
給
食
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
努
め
る

　
　①

食
べ
残
し
の
現
状
は
。

②
食
べ
残
し
の
要
因
は
。

③
食
べ
残
し
の
対
策
は
。

問

重
要
性
を
学
級
指
導
や
保

健
等
の
授
業
で
指
導
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
に
繋
が
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

　
　①�

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
で

平
均
す
る
と
、
食
べ
残
し

率
は
4.7
％
で
あ
る
。

　

�　

項
目
別
で
は
、
主
菜

2.1
％
、
副
菜
7.7
％
、
汁
椀

物
5.9
％
、
ご
飯
3.2
％
。

②�

時
々
、
よ
く
残
す
の
回
答

が
14
％
で
あ
る
。
要
因
と

し
て
は
、
時
間
が
足
り
な

い
36
％
、
苦
手
な
も
の
が

あ
る
40
％
。

③�

給
食
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
食
育
だ
よ
り
」
に
よ
る

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
啓
発

や
日
々
の
給
食
指
導
等
で

食
べ
物
や
食
に
関
わ
る

人
々
へ
の
感
謝
を
育
む
食

育
を
推
進
し
て
い
る
。

　

�　

ま
た
学
校
で
は
、
健
康

づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の

答�

佐賀県多久市
九州クライミングベースSAGAの様子
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山
やまだ
田　義

よしあき
明�議員

　
　

町
公
民
館
を
除
却

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
へ
再
編
す
る
計
画

が
示
さ
れ
て
い
る
。

①
コ
ミ
セ
ン
と
は
何
か
。

②
運
営
体
制
は
。

③�

社
会
教
育
活
動
の
継

続
・
発
展
は
。

④
整
備
費
の
見
通
し
は
。

問
　
　①�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
活
性
化
を
図
る
活
動
拠

点
で
あ
り
、
コ
ミ
セ
ン
と

公
民
館
機
能
に
よ
る
相
乗

効
果
を
生
み
出
し
た
い
。

答�

②�

行
政
と
自
治
会
の
中
間
支

援
組
織
を
担
っ
て
も
ら

い
、「
自
治
会
×
自
治
会
」

の
連
携
を
実
現
し
た
い
。

③�

自
己
実
現
の
支
援
や
地
域

課
題
を
解
決
す
る
人
材
の

育
成
を
し
て
い
く
。

　

�　

ま
た
、
有
事
の
際
の
地

域
防
災
拠
点
機
能
や
、
外

国
人
が
地
域
活
動
に
参
画

で
き
る
た
め
の
学
び
の
場

を
目
指
す
。

④�

現
公
民
館
の
規
模
等
を
も

と
に
議
論
を
始
め
た
。
コ

ミ
セ
ン
の
規
模
が
分
か
っ

た
段
階
で
示
し
た
い
。

　
　
各
自
治
体
の
力
の
み

で
は
若
者
定
着
は
難
し

い
。
２
市
３
町
で
組
織
さ

れ
て
い
る
東
近
江
行
政

組
合
で
広
域
の
力
を
結

集
し
、こ
の
施
策
を
講
じ

て
は
。

　
広
域
に
な
る
と
大
き
な

力
と
も
な
り
、
例
え
ば
次

世
代
に
お
け
る
新
た
な
産

業
育
成
の
た
め
の
産
学
連

携
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
の
誘
致
や
支
援
、
産
業

集
積
地
等
の
誘
致
活
動
や

問

国
へ
の
助
成
活
動
等
に
有

利
と
考
え
る
が
、
町
の
見

解
は
。

　
　

若
者
定
着
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
で

の
競
争
の
要
素
も
強
く
、
多

く
は
近
江
八
幡
市
や
東
近
江

市
を
定
住
先
と
し
て
選
択
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
竜

王
町
へ
の
効
果
的
な
定
住
を

促
進
す
る
に
は
有
効
な
手
法

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

答�

広域行政組合での若者定着
施策の検討は

問

答 効果的な定住促進には有効でない

コミュニティーセンターとは問
答 公民館機能のある地域活性化拠点

広域行政組合（東近江行政組合・東近江市）

中
なかむら
村　匡

まさき
希�議員

コミュニティセンター予定地（赤エリア）
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町としてPFASの環境調査を問
答 次年度以降、調査を実施する

答

文
化
財
保
護
等
の
法
手
続
に
沿
い
、
企
業

誘
致
を
図
る

き
な
意
見
も
多
い
。

　

開
発
は
、
文
化
財
保
護
等

の
法
手
続
き
に
沿
い
、
関
係

　
　

新
た
な
企
業
誘
致
の
候

補
地
の
３
か
所
で
具
体
的
な

進
出
企
業
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
興
味
を
持
た
れ
た
企
業

や
不
動
産
関
連
事
業
者
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　

本
町
に
と
っ
て
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
企
業
誘
致
は

必
須
の
課
題
で
あ
る
。
当
地

が
遺
跡
包
蔵
地
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
地
権

者
や
地
元
開
発
委
員
会
で
は
、

将
来
的
な
土
地
の
管
理
、
自

然
災
害
等
の
対
策
か
ら
前
向

答�

　
　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
）

の
調
査
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

り
、
町
の
環
境
調
査
項
目

に
入
れ
、
水
道
水
、
河
川
、

地
下
水
、
工
場
排
水
等
の

調
査
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
。
調
査
の
予
算
も
含
め

て
実
施
の
考
え
は
。

問

水
の
安
全
性
に
問
題
は
な
い

と
考
え
る
。

　

ま
た
町
内
河
川
の
状
況
を

確
認
す
る
た
め
、
今
年
度
は

１
月
下
旬
に
善
光
寺
川
、
祖

父
川
、
中
津
井
川
の
３
河
川

を
調
査
す
る
。
日
野
川
は
、

令
和
３
、４
年
度
に
県
が
近

江
八
幡
市
野
村
橋
付
近
で
調

査
を
し
、
国
の
目
標
値
以
下

で
あ
っ
た
。

　

次
年
度
以
降
も
水
道
水
、

町
内
河
川
の
中
で
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、

結
果
に
つ
い
て
町
Ｈ
Ｐ
等
で

周
知
を
図
る
。

　
　

町
は
、
国
の
要
請
を
受

け
本
年
７
月
に
水
道
水
の
検

査
を
実
施
し
、
７�
ng
／
Ｌ
で

あ
っ
た
。
国
の
暫
定
目
標
値

50�

ng
／
Ｌ
を
下
回
り
、
水
道

答�

橘
たちばな
　せつ子

こ
�議員

　
　
新
た
な
３
か
所
の
企

業
誘
致
は
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

　
文
化
財
保
護
の
観
点
か

ら
も
、
薬
師
山
の
文
化
財

が
あ
る
一
帯
は
企
業
誘
致

地
域
か
ら
外
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

問

地方紙「滋賀民報」より引用

企
業
誘
致
の
進
捗
と
文
化
財
保
護

の
在
り
方
は

問

岩屋古墳（薬師地先）

機
関
と
連
携
し
適
切
な
企
業

誘
致
に
つ
な
げ
た
い
。
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住宅により手前で目視確認ができない交差点

在宅で子育てをされている方々の負担を軽減

三
みやけ
宅　政

まさひと
仁�議員

一時預かり「すくすく」の
現状分析と改善は

問

答 事業の見直しに取り組む

③�

利
用
申
し
込
み
状
況
で

パ
ー
ト
タ
イ
ム
保
育
士
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
３
日
前
予
約
と
し
て

い
る
。

　

�　

今
後
は
、
初
め
て
の
方

が
利
用
し
や
す
い
制
度
の

研
究
と
、
近
隣
市
町
の
制

度
も
参
考
に
事
業
の
見
直

し
に
取
り
組
む
。

　
　①�

令
和
６
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
「
す
く
す
く
」
の

11
月
ま
で
の
利
用
状
況

は
、
延
べ
４
１
１
人
、
一

日
あ
た
り
2.5
人
と
な
っ
て

い
る
。

②�

知
ら
な
い
場
所
や
人
に
預

け
ら
れ
る
こ
と
は
子
ど
も

の
ス
ト
レ
ス
と
な
る
。
子

ど
も
達
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
る
。

答�

　
　
視
界
が
遮
ら
れ
る
道

路
部
分
に
は
、
危
険
予
知

を
図
る
た
め
の
交
通
安
全

施
設
が
あ
る
が
そ
の
設
置

基
準
は
。

問

町
道
か
つ
通
学
路
等
で
あ
る

交
通
需
要
の
多
い
道
路
に
対

し
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は

明
確
化
し
た
も
の
は
な
い
が
、

町
道
や
里
道
と
の
交
差
点
に

お
け
る
交
通
量
や
危
険
度
、

車
両
ま
た
は
歩
行
者
を
目
視

確
認
す
る
た
め
の
見
通
し
の

状
況
、
通
行
者
数
等
を
判
断

項
目
と
し
て
い
る
。

　

今
後
も
自
治
会
か
ら
の
要

望
案
件
ご
と
に
緊
急
性
や
予

算
と
の
兼
ね
合
い
を
図
り
な

が
ら
設
置
す
る
。

　
　

町
管
轄
箇
所
の
交
通
安

全
施
設
の
設
置
ま
で
の
手
順

は
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
に

基
づ
き
現
地
確
認
や
警
察
等

の
関
係
機
関
と
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

　

横
断
歩
道
な
ど
の
法
的
拘

束
力
が
あ
る
交
通
安
全
標
示

等
は
公
安
委
員
会
へ
町
か
ら

要
望
す
る
。

　

設
置
基
準
は
、
防
犯
灯
は

答�

交通安全施設の設置基準は問
答 明確な基準はないが、自治会要望を
基に設置する

澤
さわだ
田　満

みちお
夫�議員

　
　
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
を
利

用
す
る
生
後
６
か
月
か
ら

満
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
を
対
象
に
一

時
預
か
り
を
行
っ
て
い

る
。

　
子
育
て
世
帯
は
共
働
き

の
家
庭
が
多
い
た
め
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
事
業
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

①�
現
在
ま
で
の
利
用
者
数

は
。

②�

こ
ど
も
ひ
ろ
ば
の
利
用

が
条
件
に
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

③�

事
前
予
約
の
簡
素
化
は

で
き
な
い
か
。

問
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道の駅敷地内の休憩施設

一
時
預
か
り
「
す
く
す
く
」

の
拡
充
を

問答
更
に
よ
り
良
い
事
業
と
な
る
よ
う
見
直
し
た
い

　
　
竜
王
町
に
は
就
学
前

の
「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
が

あ
る
。
令
和
６
年
４
月
か

ら
竜
王
町
一
時
預
か
り

「
す
く
す
く
」
が
新
設
さ

れ
、
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
を
利

用
し
て
い
る
親
子
な
ら
誰

で
も
利
用
で
き
る
。

　
午
前
、
午
後
と
も
最
大

利
用
人
数
３
人
で
週
２
回

ま
で
利
用
で
き
人
気
が
あ

る
が
、
急
用
で
申
し
込
み

し
た
い
人
が
利
用
で
き
な

い
。
利
用
人
数
を
増
や
す

等
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う

よ
う
町
と
し
て
の
意
見

は
。

問

大
おおはし
橋　裕

ゆうこ
子�議員

　
　
「
す
く
す
く
」
は
、
当

初
の
想
定
を
上
回
る
利
用
数

と
な
っ
た
。

　

委
託
先
の
社
会
福
祉
協
議

会
と
定
期
的
に
協
議
し
、
今

後
も
利
用
定
員
、
利
用
料
、

職
員
配
置
等
の
協
議
を
重
ね

て
い
き
た
い
。
保
護
者
か
ら

答�

等
、
更
に
よ
り
良
い
事
業
と

な
る
よ
う
見
直
し
を
行
い

た
い
。

　
　
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

指
定
避
難
所
は
北
部
に

少
な
い
た
め
、
道
の
駅

竜
王
か
が
み
の
里
を
避

難
場
所
に
指
定
で
き
な

い
か
。

②�

竜
王
町
で
企
業
の
施
設

を
避
難
場
所
と
し
て
い

る
所
は
。

　

�　
ま
た
今
後
企
業
の
施

設
を
避
難
所
と
し
て
使

用
す
る
考
え
は
。

問

管
理
し
て
い
る
国
土
交
通

省
と
の
覚
書
の
締
結
に
よ

り
「
一
時
避
難
場
所
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
指
定
避
難
所
に
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

�　

し
か
し
、
駐
車
場
は
一

時
避
難
場
所
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
は
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。

②�

町
内
で
は
松
陽
台
自
治
会

が
地
域
に
あ
る
企
業
と
地

域
避
難
に
関
す
る
協
定
を

締
結
さ
れ
て
い
る
。

　
�　

今
後
、
地
域
と
企
業
等

が
協
定
を
締
結
し
地
区
避

難
所
と
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

　
　①�

道
の
駅
竜
王
か
が
み
の
里

は
、
竜
王
町
地
域
防
災
計

画
に
よ
る
「
物
資
の
輸
送

拠
点
」
と
し
て
、
ま
た
、

敷
地
内
の
休
憩
施
設
等
は

答�

災害時避難所に道の駅や企
業施設は

問

答 道の駅は「物資の輸送拠点」
企業施設を地区避難所に

「すくすく」で遊ぶ幼児たち

の
「
利
用
人
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
は
聞
い
て

い
る
の
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
保

育
士
の
勤
務
時
間
を
増
や
す
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主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組

主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組

主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組 主な町の取組

計画の目標値（主なもの）

指�標 基準値
（令和５年度）

目標値
（令和10年度）

自治会３役に女性がいる
自治会数 １自治会 ６自治会

防災研修会（滋賀県主催の地域への出前講座）

　
　
第
３
次
竜
王
ベ
ス
ト

パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
の
基

本
目
標
の
中
で
、「
地
域

社
会
で
女
性
も
活
躍
で
き

る
場
の
拡
大
」
と
あ
る
。

具
体
的
に
は
、「
自
治
会

に
お
い
て
、
男
女
が
共
に

運
営
方
針
の
立
案
や
決
定

に
参
画
で
き
る
よ
う
働
き

か
け
る
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
町
で
の
自

治
会
の
女
性
役
員
が
増
え

な
い
要
因
と
対
策
は
。

問

　
　

要
因
と
し
て
、
性
別
に

よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
が
依
然
と
し
て
根
強
く
残

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
女

性
が
参
画
し
や
す
い
自
治
会

の
仕
組
み
づ
く
り
が
十
分
で

な
い
こ
と
に
あ
る
。

　

対
策
と
し
て
、
自
治
会
へ

の
働
き
か
け
を
進
め
、
地
域

の
話
合
い
の
中
で
女
性
の
参

画
に
関
す
る
地
域
ご
と
の
課

題
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

答�

自
治
会
活
動
連
携
の
推
進
を

問答

受
け
皿
と
な
る
組
織
体
制
を
模
索
し
て
い
く

　
　

自
治
会
に
よ
っ
て

は
、
今
日
ま
で
と
同
じ
組

織
で
活
動
す
る
こ
と
が
既

に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
。こ
の
現
状
を
打
破
し
、

近
隣
の
自
治
会
同
士
が
広

域
で
考
え
ら
れ
る
自
治
会

活
動
の
活
性
化
の
た
め
の

取
組
は
。

問
　
　

自
治
会
の
自
発
的
な
意

思
に
よ
り
「（
仮
称
）�

地
域

連
合
自
治
会
」
が
設
立
さ
れ

れ
ば
、
事
務
の
共
同
化
等
に

よ
り
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　

ま
ず
は
、
自
治
会
内
で
の

話
合
い
を
進
め
て
も
ら
う
た

め
自
治
会
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
自
治
会
内
の
話
合
い
に

も
参
加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
自
治
会
同
士
を

つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
、

必
要
と
な
る
の
で
、
受
け
皿

と
な
る
組
織
体
制
を
模
索
し

て
い
く
。

答�

内
うちやま
山　英

えいさく
作�議員

自治会役員への女性進出を問
答 自治会への働きかけを進めていく

第３次竜王ベストパートナープランより引用
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本町の水道施設は大丈夫か問
答 管路の更新、耐震化対策に努める

　
　①�

管
路
経
年
化
率
と
管
路

更
新
率
と
そ
の
評
価
は
。

②�

管
路
耐
震
化
率
と
そ
の

評
価
は
。

③�

事
故
、
故
障
等
に
よ
る

給
水
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
対
策
は
。

問

い
が
、
大
口
径
管
路
を
中

心
に
更
新
し
て
い
る
。

②�

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
は

22
・
６
％
で
、
全
国
平
均

42
・
３
％
か
ら
は
低
い
水

準
で
あ
る
。

③�

管
路
等
の
漏
水
調
査
と
と

も
に
効
率
的
に
管
路
更
新

を
行
っ
て
い
る
。
災
害
等

の
対
策
と
し
て
は
、
緊
急

遮
断
弁
で
配
水
池
の
配
水

を
止
め
、
水
が
め
と
し
て

一
週
間
程
度
の
飲
料
水
を

確
保
す
る
。
ま
た
加
圧
式

給
水
車
を
一
台
配
備
し
た
。

　
　①�

法
定
耐
用
年
数
の
40
年
を

超
過
し
た
管
路
経
年
化
率

は
18
・
４
％
で
あ
る
。

　

�　

管
路
更
新
率
は
３
か
年

平
均
で
０
・
51
％
で
、
全

国
平
均
０
・
67
％
よ
り
低

答�

若
わかい
井　政

まさひこ
彦�議員

令
和
７
年
度
予
算
編
成
は

問答

令
和
６
年
度
と
同
様
に
厳
し
い

　
　①�

予
算
編
成
で
の
重
点
施

策
・
重
点
事
項
は
。

②�

歳
入
確
保
・
財
源
確
保

の
見
通
し
は
。

③�

新
規
事
業
お
よ
び
事
業

見
直
し
へ
の
考
え
方
は
。

④�

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
・
運
営
へ
の
体
制
は
。

問

　
　①�

・�

小
学
校
の
移
転
新
築
を

含
む
中
心
核
整
備
事
業

の
推
進
。

　

�

・�

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

や
産
業
用
地
確
保
と
企

業
誘
致
に
よ
る
財
政
基

盤
の
強
化
。

　

�

・�

教
育
環
境
の
充
実
、
向

上
。

　

�

・�

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
地

域
内
循
環
の
実
現
。

答�

　

�

・�

町
制
施
行
70
周
年
と
国

ス
ポ
の
取
組
。

②�

税
収
は
厳
し
い
見
込
で
あ

り
、
町
債
の
発
行
や
基
金

の
繰
入
も
必
要
で
あ
る
。

③�

新
規
事
業
は
十
分
な
議
論

や
検
討
を
す
る
。
継
続
す

る
事
業
は
積
極
的
に
見
直

し
を
行
う
。

④�

行
政
需
要
の
動
向
を
見
極

め
、
適
正
な
人
員
確
保
な

ど
体
制
整
備
に
努
め
る
。

「いのちの水」重要な生活インフラ

期待されるふるさと納税
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子ども読書活動推進の進捗は問
答 読書を楽しむきっかけづくりを働き
かける

　
　
第
４
次
竜
王
町
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
に

は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動

に
関
す
る
施
策
の
基
本
的

方
向
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
具
体
的
な
取
組
の
あ

り
方
を
提
示
し
ま
す
」
と

あ
る
。

　
①
園
・
学
校
、②
家
庭
、

③
地
域
に
お
け
る
具
体
的

な
取
組
は
。

問

　

�　

小
学
校
で
は
、
朝
読
書

や
有
志
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
活
動
を
し
て
い
る
。

　

�　

中
学
校
で
は
、朝
読
書
、

図
書
委
員
会
に
よ
る
本
の

紹
介
な
ど
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

②�

家
庭
で
は
、
町
図
書
館
で

の
お
は
な
し
会
や
読
み
聞

か
せ
な
ど
保
護
者
の
読
書

へ
の
意
識
や
関
心
を
高
め

る
取
組
を
し
て
い
る
。

③�

自
治
会
や
子
ど
も
会
等
が

実
施
す
る
行
事
に
合
わ

せ
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

め
る
読
み
聞
か
せ
等
の
本

に
親
し
む
機
会
づ
く
り
を

働
き
か
け
て
い
る
。

　
　①�

保
育
園
・
こ
ど
も
園
で

は
、
乳
幼
児
期
で
の
読
書

と
の
関
わ
り
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
読
み
聞
か
せ
を

励
行
し
て
い
る
。

答�

森
もりしま
島　芳

よしお
男�議員

調べ学習をしている小学生
（竜王西小学校図書室にて）

町
内
の
防
犯
対
策
、
交
番
所
を

　
（
平
成
15
年
第
３
回
定
例
会　

一
般
質
問
よ
り
）

問
　

�

町
内
に
は
駐
在
所
が
一
つ
し
か
な
く
、
夜
間
の
対
応
は
駐
在
所
で

は
出
来
な
く
近
江
八
幡
署
で
対
応
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
と
思
う
。

今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
駐
在
所
で
は
な
く
、
交
番
所
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答

追跡
!! あの質問は

その後、どうなった？

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
、
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。

今
春
よ
り
「
竜
王
交
番
」
に
変
わ
り
ま
す

　
☆�

現
在
は
、
駐
在
所
と
し
て
、
住
み
込
み
な
が
ら
の

日
勤
勤
務
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年
の
春
か
ら

は
「
竜
王
交
番
」
と
し
て
運
用
が
開
始
さ
れ
る
。

　
・�

昼
間
は
、
交
番
勤
務
員
が
日
勤
勤
務
を
さ
れ
る
。

　
・�

夜
間
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
勤
務
員
が
パ
ト
ロ
ー

ル
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

　

�

竜
王
警
察
官
駐
在
所
の
体

制
充
実
の
必
要
性
を
認
識

し
て
お
り
、
交
番
へ
の
昇
格

を
視
野
に
警
察
に
要
望
を

し
て
い
く
。
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

　

令
和
７
年
は
、
町
制
70
周
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
で
あ
り
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

が
竜
王
町
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
記
念

す
べ
き
取
組
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
能

登
半
島
地
震
災
害
か
ら
１
年
が
経
ち
、

地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
暮
ら

し
の
豊
か
さ
や
安
心
感
を
さ
ら
に
育
ん

で
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
た
な
挑
戦
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
未
来

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
町
を
築
い
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
る
大
切
な
節
目
と
な

り
ま
す
。

　

特
に
若
い
世
代
の
力
を
活
か
し
、
ス

ポ
ー
ツ
や
地
域
防
災
、
文
化
活
動
を
通

じ
て
地
域
全
体
が
活
気
づ
く
よ
う
、
議

会
と
し
て
も
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

内
山　

英
作

副
委
員
長　

橘　

せ
つ
子

委　
　

員　

中
村　

匡
希

委　
　

員　

大
橋　

裕
子

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

編
集
後
記

表 紙　

昨
年
12
月
７
日
、
町
公
民
館
で
竜
王
町
地
域
共

生
社
会
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
小
中
学
生
に

よ
る
「
竜
王
町
こ
ど
も
ま
ん
な
か
会
議
」
の
意
見
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
自
分
た
ち
が

将
来
住
み
続
け
る
に
は
何
が
で
き
る
か
」
で
、
４
か

月
間
に
わ
た
る
議
論
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
に
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
増
や
し
た
環
境
に
優

し
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
の

停
留
所
を
増
や
し
た
行
き
来
の
し
や
す
い
町
、
と

い
っ
た
大
人
顔
負
け
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
後
に
は
、
青
空
の
下
で
パ
チ
リ
と
写
真
を
撮

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
は
頼
も
し
さ
が

垣
間
見
え
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
頼
も
し
さ

竜王西小学校絵本を読む会「ぽえむ」代表　大橋裕子

　「ぽえむ」は平成12年９月に「絵本を読ん
でくださる方、募集」の学校の呼びかけに保
護者20名が集まり、発足しました。子ども
が卒業してからも地域の人となり月２回、朝
の自習時間に各クラスに入り、子どもたちに
絵本を読み続け24年になります。今も子ど
もたちからの「ぽえむさん、ありがとう」の
言葉が私たちの励みとなっています。
　また、子どもたちに竜王町を好きになって
ほしいとの思いから、ぽえむの有志が集まり、
竜王町の昔話やお祭り、ならわし等をまとめ
大きな紙芝居にしました。これを青少年育成
町民会議やライオンズクラブ等のご支援によ

り絵本化し、町内小・中学校の図書室や町立
図書館、役場に置かせていただいています。
　これからも子どもたちとの触れ合いを大切
にし微力ではありますが、学校を支える力と
して取り組んでいきたいと思います。

子どもたちの「ありがとう」に励まされて
シリーズ　　がんばる私たち

杼木副町長より修了証が授与される

作成した大型紙芝居・絵本

No.210 議会だより
りゅうおう 16

竜
王
町
議
会
広
報

■
発
行
・
竜　

王　

町　

議　

会

■
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
５
２
０

−

２
５
９
２　

滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
小
口
3

☎
（
０
７
４
８
）
５
８

−

３
７
１
３


